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為替差損の計上および業績予想と実績との差異 

ならびに業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成 24 年 3 月期第２四半期連結累計期間における為替差損の計上、および同期間の連結業績予想と実績

との差異、ならびに平成 24 年 3 月期通期連結業績予想の修正につき、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．為替差損の計上 

為替相場における円高・ドル安の進行により、平成 24 年 3 月期第２四半期連結累計期間（平成 23 年

4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日）において、営業外費用に為替差損 9 億 69 百万円を計上いたします。 

なお、上記金額は平成 24 年 3 月期第２四半期末時点での為替相場により算出したものであり、今後

の為替相場により通期の為替差損益の金額は変動いたします。 

 

 

２．平成 24 年 3 月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績との差異 

（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (A) 
(平成 23 年 7 月 28 日発表) 

67,300 1,200 1,300 500 3.70

実   績   値   (B) 58,102 △3,091 △3,914 △2,672 △19.78

増   減   額  (B-A) △9,198 △4,291 △5,214 △3,172 ― 

増   減   率   (%) △13.7 ― ― ― ― 

(ご参考) 前期第２四半期実績 
(平成 23 年 3 月期第２四半期) 

74,353 5,460 3,958 2,167 16.04
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３．平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (A) 
(平成 23 年 7 月 28 日発表) 

150,400 4,900 5,100 2,700 19.99

今 回 修 正 予 想 (B) 121,200 △5,500 △6,200 △4,100 △30.35

増   減   額  (B-A) △29,200 △10,400 △11,300 △6,800 ― 

増   減   率   (%) △19.4 ― ― ― ― 

(ご参考) 前期実績 
(平成 23 年 3 月期) 

140,923 4,649 4,828 2,404 17.80

 

 

４．差異および修正の理由 

半導体業界は、欧州債務問題の深刻化などによる世界経済の減速懸念の高まり等を背景として、パソ

コンやデジタル家電をはじめとするエレクトロニクス機器向けの需要が想定を下回って推移するなど、

厳しい市場環境が継続しております。 

当社におきましても、在庫調整および円高・ドル安の影響を大きく受けるとともに、競争激化に伴い

価格低下圧力が強まり収益環境が悪化するなど厳しい状況が継続し、業績予想数値と実績値に差異が生

じることとなりました。 

また、今後につきましても、景気の先行き不透明感が払拭されない中、厳しい受注環境の継続が想定

されるほか、為替相場は引き続き円高・ドル安基調で推移するものと見込まれることなどから、平成

24 年 3 月期通期の連結業績予想数値を修正いたします。 

なお、通期業績予想の前提となる第３四半期以降の為替レートは、1 米ドル＝75 円を想定しておりま

す。 

 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

 実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 
 

以 上 


